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課題研究中間報告

生物基礎における指導の難しさを抱える単元の授業づくりを目指して
一教師が指導の難しさを感じる単元とその理由の把握一

泉川奈々美

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1.はじめに
平成20年の中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要 

領等の改善にっいて（答申）」では，教育内容に関する土な改善事項の一っに理数教育の充実が挙げられ 
ている。その理由として，W90年代半ば以降のライノサイエンス，ナノテクノロジー，情報科学等の分 
野などを中心にした学術研究や科学技術をめぐる世界的な競争の激化と国際的な人材争奪競争について 
n及しており，国民一人一人の科学に関する基礎的素養の向卜が喫緊の課題になっていると指摘してい 
る（中央教育審議会，2008)。今後の学術研究や科学技術を担う人材や，社会を生きていく中で必要な科 
学に関する基礎的•基本的な知識技能を獲得した人材を育成するためには，学校教育において，科学技 
術の土台である理数教會の充実が求められている。また，それを実現するためには，算数•数学，理科 
のそれぞれの学習内容等に関して，系統性に留意した，小•中•高等学校の円滑な接続を意識した内容 
の検討が重要である（中央教育審議会，2008)。

このような答申を受け，平成21年に改訂された高等学校学涔指導要領理科理数編では，「生命科学な 
どの科学の急速な進展に伴って愛化した内容については，実社会•実生活との関連や，卨等学校と大学 
の接続を円滑にする観点から見直しを図る」（中央教育審議会，2008)と答申で名指しされた生命科学に 
関連の深い卨等学校の生物領域が大幅な改訂を行うことになり，卨等学校理科（生物）は，「生物I」と 

「生物n」から「生物某礎」と「生物」に科目を変更することになった。松浦（2009)は，平成20年に 
発表された答巾の中で重視された考え方を7つにまとめている。その中の一つに「最近20-:州年の進展 
で明らかになった生物学の基礎的•基木的な苹項を取り人れる」という項目があり，「特に生物基礎につ 
いては，これまでの「生物1」にとらわれずに内容を厳選する」と述べられている。そのため，「生物基 
礎」は「生物I」を改訂した科目ではなく，「生物基礎」という新設科目であると捉えることができる。 
また，田代（2010)は，学習指導要領の生物領域の改訂の特徴として，以下の3つを挙げている。

① 小•中•高等学校のっながりを重視
② 「生物基礎」は，より多くの生徒の腹修を見込んだ科目（SuieuutJ fur All)として設置
③ 生命科学の'急速な進展に対応することを考慮
特に，①の小•屮•高等学校のつながりの重視では，ヒトの学習，環境に関する学習，生物の多様性 

と共通性という見方を一貫して重視するということが図られている。また，選択科目の「生物Iについ 
ては，興味のある牛徙に牛物学の全般を体系的に学ばせる科目（Science for Interested Students)と 
して設置しているのも特徴である。そのため,「生物基礎」「生物」ともに生命科学の急速な進展に対応 
することを考慮して「現代化」を図っている。加えて，「生物基礎」は，より多くの生徒のM修を兑込ん 
だ科1_| (Science for All)として設置されているため，今後}i会で生きていく中で必要な科学技術の基 
礎的本•養を獲得した人材を育成するには，牛物ffi礎の理解は重踅であると考えられる。

田代（2010)は，生物基礎と生物1を比較し，以ドの5つの特徴を挙げている。
CD牛物の特徴においては，細胞の構造から牛命活動に必要な:r-ネルギーと代謝を行う細胞への変更
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② 遺{万子とその働きにおいては，メンデル遺fz^からセントラルドグマの模式的理角‘概念的理解
③ 生物の体内環境においては，生体防御的な視点から体内環境の維持としての視点の変化
④ 植生の多様性と分布においては，環境保全としての植生の遷移と広い地域に分布する植物景観を 

中心として，動物や分解者などを含めた包括的な概念
⑤ 生態系とその保全においては，環境保全としての生態系を保全の重要性と物質の循環に伴ってエ 

ネル/ギーの移動！
このように，「生物学の現代化」に伴って新設された「生物基礎」については，従来の「生物T」と内 

容が大きく異なるため，指導する教員にも多く戸惑いが生じていると思われる。そのため，本研究では，
牛物基礎の全ての対象としたアンケート調査を実施することで，問題の所/十:を把握し，現職教員が抱え 
ろ指導の難しさを叨らかにすろ。

2.アンケート調査について
高等学校で生物を担当している現職教員を対象 

にアンケートを実施した。2017年11刀22 Rに行わ 
れた沖縄県牛物教育研究会宿泊研修会にて31人に 
質問紙を配布し，1〇人から回答を得たQ質問内容は 
113項Uを設定し，レ〜'1項Uは基本屁性では，「性 
別や年齢，教職年数，勤務校jについて，5項Uか 
ら112項目までは指導の難しさを感じる学習内容に 
っいて質問を行った。学習内容'の內訳は，5〜27項 
目までは「牛物の特徴」，28〜46項冃までは「遺伝 
子とのその働き」，47〜81頃目までは「生物の体內 
環境」，82〜97項目出では「バイオームの多様性と 
分布」，洲〜112項目までは「生態系とその保全」に 
関する単元である。学智内容に関する質問は，章，
節，項，小項冃の4段階に分けることで，冋答者が小項冃を見て学校で行っている授業を想起しやすい 
ように作成した。また，113項目は「指導していく中であなた自身が感じている難しさや悩み，大学や 
教育委員会に対しての要望」についてD由に回答してもらった。

回答方法は，指導しにくい小項目にチェックをつけて，fc側にある指導の難しさを感じる现由一覧表 
から該当する理由の数字を選ぶという方法で行い，理由が一覧表に無い場合は，自由記述での回答を求 
めた（図1),,理巾一覧表は4つの観点から構成されており，教師に関する項生徒に関する項外 
部（環境）要因に関する項目，単元特性に関する項目で構成されている。

教師に関する理由は，「①該当分野の知識ィヽ足」，「②単元内容そのものに興味がもてない」，「③経験小 
足で何が足りないのかわからない」，生徒に関する理由はI④学力の差が大きく適切な内容や授業進度設 
定が難しいI，「⑤学習意欲が低いI，「⑥学力が低いため教科書の内容理解が困難I，外部に関する理由は 

「⑦教材を検討する時間がない」，「⑧年間行事計両や授業数の兼ね合いで，分野に時間をかけられない」， 
「⑨取り扱う内容に関する実験や観察が施設上困難である」，単元特性に関する理由は，「⑩内容理解の 

ためには化学などの多分野の概念を必要とする」，「⑪現行の指導要領になり拡充した分野なので，教材 
の蓄積が少ない」，「⑫中学校理科とのill語の違いにより生徒が勘違いしやすい」から構成されている。 
また，これらのカテゴリーに入らない理由は「⑬その他」に分類する。

図1実際に使用したアンケート
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3.結果および考察
アンケートの結果から，得られた回答者の属性及び回答数を表1に示した。

表1回答者の属性及び回答数
ID番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

性別 女 男 男 男 男 女 男 男 男 無記入

年代 20代 20代 30代 30代 30代 40代 40代 40代 50代 60代

教職年数 5年以下 5年以下 6〜丄〇年 6〜10年 6〜丄〇年 21〜25年 16〜20年 2丄〜25年 2卜25年 30年以上

第1章 9 6 〇 0 0 6 0 0 2 3

第2章 4 1 3 4 0 2 2 0 0 1

第3章 10 5 5 4 0 5 1 0 0 1

第4章 4 0 0 0 6 4 0 0 0 1

第5章 5 〇 〇 〇 〇 1 〇 〇 〇 〇

合計 32 12 8 8 6 18 3 0 2 6

件40

30
親
洳20 
回 10

0

參
V = -0.4028X + 24

r =-0.54

10 20 30 40 50 60 70

年代別
図2各年代と指導が難しさの回答数

その他が18%,教師要因が1%であ

教師

基本属性にっいては，男性は7人，女性は2人，無記人が1人であり，年代別でみると20代が2人， 
30代が3人，仙代が3人，「)0代が1人，60代が1人fなっている。所属する学校は，公立が9校，私 
立が1校であり，その内訳は普通高校が8校，専門高校が1校，通信制高校が1校であった。

実施したアンケ、-卜のうち，学習内容に関わる質問はK)8項目設定しており，そのうち重複部分を除 
く 63が指導の難しさを感じる項Hに該当した。今Mのアンケー 
卜で指導が難しいと回答した項目は103項目であった。各人の 
回答数を年代別に示すと, 20代（32, 12), 30代（8, 8，6),
40代（18, 3, 0), 50代（2), 60代（6)となった。回答数 
と年代の関係にっいては負の扣関（r—-〇.54)が見られた（図 
2)。このことにより，年代が上がるにっれて指導が難しいと感 
じる単元が減少する傾向が明らかになった。

指導の難しさに関する理由の内訳については，全体でみると 
外部要因が:^%であり，生徒要因が27%，単元特性要因が〗8%，
った（図3)。また，どの「節」により指導の難しさを感じてい 
るのかを明らかにするために，各節に含まれる小項目に注目し 
て，M答確率を求めた（表2)。この確率は，M答の最大値（全 
員がチェックした場合の値）に対する実際の回答件数の割分を 
求めたもので，この値が高いほど，指否の1木1難さを感じている割 
合も高いと言える。

最も値が卨いのは，第1章第2節「細胞とエネルギー」で0. 329，
次いで第2章第2節「造伝情報の複製と分配」が0.130,第4章 
第3節「バイオームとその分布」が0.125である。これらの項目
を確率が最も小さい節の値0.010と比較すると，それぞれ約33倍，13倍，12.5倍となり 
の単元は，生物S礎の中でも指:#が難しいと感じる割合が尚い節であると言えよう。

また，これらの各節の屮で回答数の多い小項目は，「細胞とエネルギー」では，「光合成の過程」と「呼 
吸の過程」で，[H]答理由として最も多かったのは「內容理解のためには化学などの他分野の概念を要す 
る」。〖遺伝情報の複製と分配」では，「細胞周期とその長さ」で，理由は「牛徒の学力が低いため教科書 
の内容理解が闲難！。「バイオームとその分布Iでは，「水平分布1で，理由は「取り扱う内容に関する実 
験や観察が施設h闲難である」であった。

その他

単元特便 
18%

図3理由に関する要因の割合

れら3つ
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表2各節において指導が難しいと回答した割合
節 節名 小項目数 回答件数 確率

第1章 第1節 生物の多様性 16 〇 0.019

第2節 細胞とエネルギー 7 ^3 0. 329

第2章 第1節 遺伝現象と遺伝子 6 5 0. 083

第2節 遺伝情報の複製キ分配 3 4 0.130

第3節 遺伝情報とタンパク質合成 10 10 0.100

第3章 第1節 体液とそのはたらき 14 17 0.120

第2節 牛体防御 11 10 0,090

第3節 体内環境の維持の仕組み 10 8 0. 080

第4章 第1節 牛物の多様性とバイオーム 1 1 0.010

第2節 バイオームの形成過程 8 3 0. 038

第3節 バイオームとその分布 8 10 0.125

第5章 第1節 生態系 6 1 0.017

第2節 生態系のバランスと保全 7 2 0. 029

第3節 生態系の保全 3 3 0.100

4.今後の展望
今回のアンケート調査より生物基礎の中でも「細胞とエネルギー」，「遺伝情報の複製と分配」，「バイ 

オームとその分布」の単元について指導の難しさを感じている教師が多いことが示唆された。「細胞とエ 
ネルギー」の中でも光合成と呼吸の'申.元に関しては「内容理解のためには化学などの他分野の概念を必 
要とすること」が指導の難しい理由として割合が卨い。そのため，化学などの他分野の既習状況等の調 
査についても検討を行っていきたい。また，「遺伝情報の複製と分配」では，「細胞周期とその長さ」に 
ついて指導の難しさを感じており，理由として「生徒の学力が低いため内容理解が困難」が挙げられて 
いる。そのため，観察実験やモデル実験などの具体的な操作活動を組みこんだ授業を提案について検討 
する。「バイオームとその分布」に関しては，「水甲•分布」について指導の難しさを感じており，理由と 
して「取り扱う内容に関する実験や観察が施設上困難である」という回答が多い。この申元では実際の 
実験•観察を行うことが難しいため，1CT教材の活用等についても検討が必要であろう。
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